
                             平 成 ２ 7 年 １ １ 月 ５ 日 
    教 育 委 員 会 事 務 局 

区立小・中学校の給食費の改定について 
 
 
 
 

 
１．主旨 

区立小・中学校の給食費については、平成２５年４月に改定したが、この間、学校給

食で使用される食材は円安の進行、需給の逼迫などにより価格が上昇し、区の「標準食

品構成表」で定める基準を学校給食において維持して行くことが極めて難しくなってい

る。また、消費税率の変更等の際にも、食材を選び献立を工夫するなどの努力により、

給食費を改定せずにこれまで学校給食の運営を続けてきた。しかし食材費の高騰が著し

く、これ以上の工夫は困難であるため、学校給食として適切な食材の質を確保するとと

もに食育の観点から、給食費を改定する。 
 

２．改定理由等 
① 前回の給食費改定以降牛乳が値上げされている。（４８円→５３円） 
  また、使用量の多い野菜、肉、魚、果実などの高騰が著しい。 
② 食品分類別調査（毎年５月に実施）では、価格の値上がりの大きいパン、乳製品、魚

介類の使用量が減少し、価格が比較的安価な麺類など小麦粉製品、肉類・油脂類の使用

量が増えている。また、果実類は小中学校ともに区の標準量の６０％弱と大幅に使用量

を抑えていることなど、区が定めている「標準食品構成表」等に沿った給食を提供する

ことが極めて困難な状況になっている。 
③ 学校給食の目的の一つである食育の観点から多様な食材を使用する献立が求められて

いるが、魚介類や果実類など高価な食材は使用できず、また、野菜も春先からの高騰を

受け、安価なもやし、きゃべつ、たまねぎなどを多く使用せざるを得ず、食材の種類を

知る機会が減っている。 
④ ２３区の給食費は、平成２５年度からの３年間に１４区で改定が実施されており、世

田谷区の給食費は２３区の中でも低い水準にある。 
 
３．改定率及び額（案） 

区の「標準食品構成表」の約１００品目の食材について、物価変動を考慮し、比較する

期間をいくつか設けて試算した。直近である平成２７年度１学期は物価変動を基にした試

算では、野菜など一層の高騰の状況(約１０％の上昇)となっているが、野菜など生鮮食品
は天候や季節による物価変動が大きいため、平成２６年度の物価変動で試算した改定率で

ある約７％程度（別紙 1 のとおり）を適用する。 
                              単価方式                                            

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
小学校 中学校 

低学年 
(1・2 年) 

中学年 
(3・4 年) 

高学年 
(5・6 年) 

自校方式 
（１食単価）

調理場方式 
（１食単価） 

現 行 

(月額) 

＠２２７円 

３８５９円 

＠２５３円 

４３０１円 

＠２７４円 

４６５８円 

＠３１５円 

５３５５円 

＠２９３円 

４９８１円 

改定後 

(月額) 

＠２４４円 

４１４８円 

＠２７２円 

４６２４円 

＠２９４円 

４９９８円 

＠３３７円 

５７２９円 

＠３１３円 

５３２１円 

引上額 

（月額）

（率） 

 ＠１７円 

 ２８９円 

  (7.5%) 

  ＠１９円 

 ３２３円 

(7.5%) 

 ＠２０円 

３４０円 

(7.3%) 

＠２２円 

３７４円 

(7.0%) 

＠２０円 

３４０円 

(6.8%) 

(付議の要旨)  
学校給食で使用する食材の値上がり等に対応し、文部科学省が定める「学校給食

摂取基準」等に沿った給食を提供するため、小学校及び中学校の給食費について見

直しの必要が生じたため、平成２８年度より給食費を改定する。 



※月額は給食回数１７回で算定し円単位で設定している。 
※中学校自校方式と調理場方式の１食単価の相違は、調理場では食材料の大量購入が

行われており食材料費の圧縮が図られているため。 
 

４．改定時期  平成２８年４月 
 
５．一般会計への影響 
  約２，２７３万円増                

内訳 就学援助費・生活保護費  ２，１０５万円増 
サンプル・保存用食材費      １６６万円〃 
放射能検査食材費             ２万円〃 

 
６．今後の予定 
平成２７年１１月 ９日  文教常任委員会への報告 

１１月１０日  教育委員会への報告 
１２月中旬以降 小中ＰＴＡ等への説明 

平成２８年 ２月      保護者への通知 
           ４月     給食費の改定 

 
 
【参考：給食費の推移】 

上段：月額、下段：単価 
（月額は月１７日で計算） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
小学校 中学校 
低学年 中学年 高学年 自校方式 調理場方式 

（１食単価） 

昭和６０年度～

平成４年度 
３,３００円 ３，６００円

（昭和６２年より） 
３,９００円 ４,０００円  

＠２５０円 

平成５年度 
～平成９年度 

３,６００円 ３,９００円 ４,２００円 ４,３００円  
＠２７０円 

平成１０年度～

平成１７年度 
３,７００円 
＠２１８円 

３,９００円 
＠２３０円 

４,３００円 
＠２５３円 

５,１２０円 
＠３０１円 

４,７６０円 
＠２８０円 

平成１８年度～ 
平成２４年度 

３,７００円 
＠２１８円 

４,１００円 
＠２４１円 

４,４５０円 
＠２６２円 

５,１２０円 
＠３０１円 

４,７６０円 
＠２８０円 
 

平成２５年度～ ３８５９円 
＠２２７円 

４３０１円 
＠２５３円 

４６５８円 
＠２７４円 

５３５５円 
＠３１５円 

４９８１円 
＠２９３円 

 


